
・ アプリを活用することにより、出動人員数を把握することで、
早期に活動方針決定が可能となり、現場活動での共通認識を
図ることで公務災害の未然防止に大きく貢献する。
・ 災害内容に応じて招集範囲を選別し、迅速な招集を可能と
する。
・ 定期訓練や会議等を事前に周知配信することで出動率の向
上を図る。

１ 事業の目的

「消防団の力向上モデル事業」事業紹介
消防団名 美深消防団事業名  消防団デジタル化事業

・ 災害時の消防団員出動招集の迅速化
・ 防団訓練や会議等の一斉周知
・ 消防団事務の軽減

２ 事業内容

４ 目標達成状況
指標 単位 当初目標 実績値 備考

訓練実施数 回数 15回 15回

訓練出動者数 人数 70％ 63％

災害出動者数 人数 60％ 災害無し

３ 事業成果
これまでの災害発生時の招集は消防職員が電話回線を使

用し行っていたため、招集完了までに時間を有していたが、
アプリを活用し一斉通知が可能となることで、災害初動時の
人員確保が容易になることから、被害拡大を防ぐとともに、
消防団員の安全確保へとつながった。

会議等の資料配布、出欠の報告をデジタル化することによ
り、事務の効率化が向上した。

５ その他参考情報

自治体名 上川北部消防事務組合
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